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組
側
泊
犯
の
ど
も

議

o
m
w

去
る
、
七

月
十
二
日
に

行
わ
れ
た
滑

川
た
め
と
も

祭
り
は
、
景

一
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
る
滑
川
渓
谷
や

一
源
平
争
乱
の
伝
説
な
ど
美
し
い
風
土

一
と
古
い
歴
史
を
持
つ
滑
川
地
区
を
今

一
度
見
直
そ
う
と
町
内
の
町
お
こ
し

J

・
グ
ル
ー
プ
(
桜
花
塾
・本
郷
茂
孝
塾
頭

-
以
下
二
十
人
)
が
企
画
し
、
地
元
住

民
の
協
力
を
得
て
開
か
れ
た
も
の
で

す。
会
場
と
な
っ
た
旧
滑
川
小
学
校
跡

地
で
は
、
川
中
太
鼓
に
よ
る
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
皮
切
り
に
、

源
為
朝
に
あ
や
か

っ
た
弓
の
試
射
ゃ

あ
め
の
魚
の
つ
か
み
ど
り
、
バ
ー
ベ

キ
ュ

ー
な
ど
の
催
し
が
あ
り
、
地
元

の
方
々
を
は
じ
め
町
内
外
か
ら
約
三

O
O人
余
り
が
参
加
し
、
触
れ
合
い

を
深
め
ま
し
た
。

町の動き(7月1日現在)男4，952人(+17)女5，546人(+21)計10，498人(+38)世帯数3，297(+14) 

( )内前月比
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補

正

総

額

-

億
八
千
百

-

万
円

6月26日

29日

-・・田園・・-
圃圃・・・圃・圃

十

-2-

川
上
小
学
校
多
目
的
教
室
建
築
・
川
土
地
区
第
三
水
源
改
良
工
事
な
ど

平
成
四
年
度
の
六
月
定
例
町
議
会
は
、
六
月
二
十
六
日
開
会
し
、
平
成
四

年
度
補
正
予
算
な
ど
議
案
十
件
、
報
告
三
件
、
選
挙
一
件
、
発
議
一
件
が
提

案
さ
れ
、
全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
し
、
二
十
九
日
開
会
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

川
上
小
学
校
多
目
的
教
室
建
築
工

事
費
な
ど
総
額
二
億
八
千
百
三
十
二

万
円
の
補
正
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

商交

ム一
A

計

補
正
総
額

累
計
総
額三

、
五
九
四
、
九
九

O
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

簡
易
水
道
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

五
O
、
0
0
0千
円

二
一
九
、
九
九

O
千
円

県
単
独
土
地
改
良
事
業
補
助
金

二
二

O
三
O
千
円

土
地
購
入
費
(
町
道
西
中
村
西
組
線
、

海
上
南
方
下
山
口
線
)

三
九
、
九

O
O千
円

工
事
請
負
費
(
交
付
金
事
業
西
中
村

西
組
線
)
ム
一
五
、
八
九
五
千
円

備
品
購
入
費
(
茶
堂
公
園
フ
ェ
ン
ス
)

七
回
二
千
円

海
外
派
遣
生
徒
旅
費
負
担
金
(
中
学

生

一

名

)

二

七

O
千
円

川
上
小
学
校
多
目
的
教
室
建
築
工
事

費

等

一

O
五
、
五

O
O千
円

教
育
一
般
備
品
購
入
費
(
川
上
小
学

校
放
送
用
備
品
等
)

• 

三
、
四

O
O千
円

中
央
公
民
館
ガ
ス
配
管
替
え
工
事
請

負

費

一

、

0
0
0千
円

川内町立川上小学校多目的教室完成予想図

老
人
保
健
特
別
会
計

支
払
基
金
及
び
国
庫
負
担
金
精
算

還
付
金
等
で
補
正
総
額
は

一
O
、
三

O
八
千
円

累
計
総
額

八
三
四
、

一
三

O
千
円

簡
易
水
道
特
別
会
計

第

3
水
源
改
良
工
事
費
等
で
補
正

総
額
は

五
一
、

O
二
二
千
円

累
計
総
額

二

O
六
、
五
五
五
千
円



4・

般

議

案

O
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ

い
て

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

川
内
町
税
条
例
並
び
に
川
内
町
国
民

健
康
保
険
税
条
例
を

一
部
改
正
し
た

も
の
。

O
投
票
管
理
者
等
の
報
酬
支
給

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費

の
基
準
に
関
す
る
法
律
改
正
に
伴
う

投
票
管
理
者
等
の
報
酬
引
上
げ
改
正

ー
O
川
内
町
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

茶
堂
団
地
新
築
に
伴
う
家
賃
設
定

を
お
こ
な
う
も
の
。

O
井
内
中
野
地
区
土
地
改
良
総

合
整
備
事
業
の
施
行
に
つ
い

て井
内
中
野
地
区
土
地
改
良
総
合
整

備
事
業
の
施
行
認
可
申
請
に
か
か
る

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

こ
の
ほ
か
、
請
負
工
事
の
契
約
に

関
す
る
議
案
二
件
が
提
案
さ
れ
、
い

ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

土地改良総合整備事業が行われる井内中野地区

報

止
口
〉

O
川
内
町
土
地
開
発
公
社
の
経

営
状
況
報
告
に
つ
い
て

O
平
成
三
年
度
川
内
町
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

の
報
告
に
つ
い
て

O
平
成
三
年
度
川
内
町
一
般
会

計
継
続
費
繰
越
計
算
書
の
報

告
に
つ
い
て

• 

〈選

挙〉

大
臣
宛
送
付
す
る
も
の
。

O
川
内
町
選
挙
管
理
委
員
友
び

補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

〈
議
員
発
議
〉

O
第
三
次
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

事
業
五
箇
年
計
画
に
お
け
る

積
極
的
な
投
資
規
模
の
確
保

に
関
す
る
意
見
書

原
案
ど
お
り
内
閣
総
理
大
臣
、
大

蔵
大
臣
、
建
設
大
臣
ほ
か
関
係
省
庁

平成4年4月 1日)

区 分 五r、乙 額(日額)

投票管理者 8，300円

開票管理者 8，300円

選 ぷ寸ふ」 長 8，300円

投票立会人 6，800円

開票立会人 6，800円

選挙 立会人 6，800円

(施行日0投票管理者等の報酬

平成4年 9月 l日)

区 分 家 賃

一号住宅から 一戸当たり 1箇月

第一種住宅
三号住宅まで 39，000円

十号住宅から 一戸当たり 1箇月

十三号住宅まで 39，000円

第二種住宅
四号住宅から 一戸当たり 1箇月

九号住宅まで 32，000円

(施行日0町営茶堂団地家賃表

ー

改良工事が行われる川上地区第3水源地

0川内町選挙管理委員友び補充員(平成4年 7月29日付)

川内町選挙管理委員 (4人) 同補充員 4人(補充順序)

渡部孝之 (1) 高須賀易生

藤田恒行 (2) 渡 部 筒 見

北保信義 (3) 戒能良 一

菅 野 修 (4) 高須賀恵三郎
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4年度水田

農業確立対策

水
回
転
作
の
現
地
確
認

日
程
決
ま
る

平
成
四
年
度
水
田
農
業
確
立
後
期

対
策
転
作
実
施
水
田
の
現
地
確
認
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
農
家
の
皆
さ
ん

は
次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

一
、
平
成
四
年
度
水
田
農
業
確
立
対

策
事
業
確
認
票
(
黄
色
の
札
)
を

農
事
組
合
長
さ
ん
に
事
前
に
配
布

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
の
で
、
現
地
確
認
日
ま

で
に
所
定
の
事
項
を
記
入
し
て
、

転
作
田
の
見
や
す
い
と
こ
ろ
に
立

て
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

二
、
転
作
実
施
水
田
の
変
更
や
新
た

に
実
施
さ
れ
る
場
合
は
、
役
場
産

業
課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

三
、
作
付
を
し
な
い
保
全
管
理
水
田

に
つ
い
て
は
、
確
認
後
該
当
す
る

方
に
通
知
し
ま
す
か
ら
、
農
協
と

の
預
託
契
約
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。
こ
の
場
合
、

3
年
間
以
上

連
続
し
て
保
全
管
理
し
て
い
る
水

田
は
、
実
績
算
入
と
し
て
面
積
の

み
転
作
扱
い
と
な
り
ま
す
。

四
、
永
年
生
作
物
等
で
植
栽
年
数
経

過
(
林
地
一
年
、
果
樹
五
年
、
し

き
み
三
年
等
)

に
よ
り
、
面
積
の

み
の
実
績
算
入
扱
い
と
な
っ
て
い

る
転
作
田
に
つ
い
て
は
、
確
認
票

を
立
て
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
平
成
二
年
度
か
ら
の
水
田

農
業
確
立
対
策
は
、
今
年
度
が
最
終

年
度
と
な
り
ま
す
が
、
地
域
の
実
情

に
即
し
た
生
産
性
の
高
い
転
作
営
農

の
確
立
を
目
指
す
た
め
、
生
産
者
、

生
産
者
団
体
、
各
種
団
体
及
び
行
政

が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
確
認
票
の
設
置
等
に
つ
き

ま
し
て
お
分
か
り
に
く
い
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
役
場
産
業
課
(
氾
六
六
|

二
二
二
二
・
有
線
二
二
ハ
こ
ま
で

お
申
し
出
下
さ
い
。

現
地
確
認
日
程
は
、
次
表
の
と
お

り
で
す
。

月 日 現地確認対象地区名

(三内地区)

狩場 ・日浦・音田・徳吉・買IJ之内・永野

ーヶ谷・惣田谷下・惣田谷上 ・井内西・

井内上

8/3ω) (J 11上地区)

i宗谷・横i難・西組 ・原i中・猪之窪・

上古市・下古市・西古市・東中村・

上之町・宮東・小坂・下之町・下沖・

土砂・竹之鼻・板戸・森・茶堂・道向・吉久

(三内地区)

問屋・保免 ・和田丸・井内下・井内中・

滑川上 ・滑川中・滑川下・土谷・相之谷

8/4(;1() 
(J 11上地区)

水越・川筋 ・槍皮・ 松瀬川音田・三軒屋

鳥の子・原・ 西之側・ 宝泉・ 旦之上・

上海上・下海上・西中村・宮西・ 天神・

市場・高木・斉院之木・北八幡・八幡・曲里

'" 

-緑が育つ-

緑あふれる

町づくりを

進めよう

川
内
釘
で
は
、
平
成
四
年
度
か
ら

縁
あ
ふ
れ
る
町

e

つ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
『
川
内
町
緑
の
ま
ち
づ
く
り
』

奨
励
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
緑
化
樹
(
サ
ク
ラ
・

ケ
ヤ
キ
・
ツ
ツ
ジ
な
ど
)
の
無
料
配

布
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
緑
と
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
、
緑
を
つ
く
り
、
育

て
、
楽
し
む
豊
か
な
心
を
培
、
っ
と
と

も
に
、
緑
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
を
推

進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
事
業
、主

体
は
、
緑
化
樹
の
配
布
を
受
け
る
個

人
又
は
団
体
と
し
、
本
事
業
の
主
旨

を
理
解
し
、
植
栽
後
は
、
機
栽
し
た

緑
化
樹
を
十
分
管
理
で
き
る
者
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
参
加
希
望
さ
れ
る
方

は
、
別
途
申
議
手
続
き
が
必
要
で
す

の
で
、
詳
し
く
は
、
役
場
産
業
課
産

業
振
興
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

き

V

一人が育つ-

-4-

川
内
高
速

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催

実

施

日

平
成

4
年

8
月
1
日

ω

l
土
寸

1
7
寺

l

H

l

H

 

場

所

) 11 
内
イ
/ 

タチ
ェ
ン
ジ
内

実
施
内
容

〈
展
示
物
〉

O
四
国
の
高
速
道
路
概
要
、
松
山
自

動
車
道
の
概
要



道路は広く
正レく美しく

• 8月10日は『道の日』

八
月
一
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
ま

で
の
一
ヶ
月
間
は
、
『
道
路
を
ま
も

る
月
間
』
で
す
。

こ
の
月
間
は
、
安
全
で
快
適
な
道

路
環
境
を
保
持
す
る
た
め
、
皆
さ
ん

方
に
道
路
の
正
し
い
利
用
と
道
路
の

愛
護
を
お
願
い
し
、
道
路
を
常
に
広

く
、
美
し
く
、
安
全
に
使
用
し
て
頂

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

快
適
な
道
路
の
た
め

み
ん
な
で
心
掛
け
ま
し
ょ
う

マ
道
路
に
商
品
ゃ
、
立
て
看
板
等
を

置
か
な
い
で
下
さ
い
。

ー
マ
道
路
に
自
転
車
等
を
放
置
し
な
い

で
下
さ
い
。

マ
道
路
に
空
缶
や
タ
バ
コ
の
吸
殻
を

捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
0
2

マ
ビ
ラ
等
を
不
法
に
貼
付
け
な
い
よ

、
つ
に
し
ま
し
ょ
、
つ
。

道
路
は
み
ん
な
の
財
産
で
す

道
路
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

。
看
板
・
日
よ
け
等
の
占
用
は

(
道
路
法
第
三
十
二
条
)

道
路
敷
に
看
板
、
日
よ
け
、
水
道

等
、
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
及
び
、

道
路
の
構
造
又
は
、
交
通
に
支
障
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
工
作
物
、
物

件
を
設
け
る
場
合
に
は
、
道
路
管
理

者
の
許
可
が
必
要
で
す
。

。
道
路
を
損
傷
し
た
場
合
は

(
道
路
法
第
一
一十
二
条
)

道
路
附
属
物
(
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、

照
明
灯
等
)
を
損
傷
汚
損
し
た
場
合

。
。
。
。
。
。
。
。
。

に
は
、
道
路
管
理
者
へ
の
届
出
が
必

要
で
す
。

。
特
殊
な
車
両
を
通
行
さ
せ
る
時
は

(
道
路
法
第
四
十
七
条
及

び
第
四
十
七
条
の
二
)

一
定
の
制
限
(
幅
二
・
五
円
総

重
量
二
十
t
、
高
さ
三

・
八

m
、
長

さ
十
二

m)
を
超
え
て
、
車
両
を
通

行
さ
せ
る
場
合
に
は
、
道
路
管
理
者

の
許
可
が
必
要
で
す
。

• 

管oり道 O 
理o工路道 路道
者o事敷路 の路
のo等の沿 掘法
承。を壊で(返面
認o行めの道しの
がう立宅路は埋
必 場 て 地 法 め
要 合 又 造 第 立
でには成 二 て
すは、等十 又

、切に四 は
道。り伴条
路o取い) 道

。
道
路
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は

次
の
と
こ
ろ
ま
で
ど
う
ぞ
。

O
国

道

建
設
省
松
山
工
事
事
務
所

松
山
市
土
居
田
町
七
九
七
|
二

T
E
L

七
二
|
0
0
=
一四
(代
)

松
山
第

一
国
道
維
持
出

建
設
省

張
所

松
山
市
東
石
井
町
四
八
四
1

一

T
E
L

五
六
|
O
三
二
六

O
県

道

松
山
地
方
局
建
設
部

松
山
市
北
持
田
町

一
三
二

T
E
L

四
一
一

一
一
一

O
町

道

役
場
建
設
課
建
設
係

T
E
L

六
六
|
一一
一
一一

一一一

有

線

二

一
五一

a 
-.臥

(
空
中
写
真
等
に
よ
る
路
線
図
、

お
よ
び
時
間
的
関
係
等
)

O
パ
ネ
ル
写
真
、
工
事
概
要
図
等

(
施
工
順
序
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
形
態
図
等
)

O
建
設
工
事
記
録
ビ
デ
オ
試
写

(
青
函
ト
ン
ネ
ル
、
瀬
戸
大
橋
、

高
速
道
路
工
事
等
)

〈
資
料
等
の
配
布
〉

O
公
団
パ
ン
フ
レ
7

ト
等
(
無
料
)

〈
催
物
〉

O
凧
あ
げ
(
五
十
崎
凧
、
持
込
凧
あ

げ
)

O
飛
入
り
参
加
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
大

会
(
参
加
賞
有
り
)

十
三
時
1
十
六
時

O
宝
さ
が
し
(
小
学
生
以
下
対
象
)

十
二
時
・
十
三
時

・
十
五
時

(
無
料
)

O
ミ
ニ
チ
ュ
ア
建
設
機
械
に
よ
る
お

遊
び
広
場

。
鉄
道
模
型
運
転

O
模
擬
庖
(
タ
コ
焼
き
、
綿
菓
子
、

焼
き
そ
ば
、
お
で
ん
、
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
、
と
う
も
ろ
こ
し
焼
き
、

か
き
氷
、
ジ
ュ
ー
ス
、
ビ
l
ル
等
)

O
重
機
展
示
、
試
乗
会

(
重
ダ
ン
プ
、
高
所
作
業
車
)
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川
内
の
年
中
行
事

土

用

入

り

輪

越

し

土
用
入
り

土
用
と
い
う
の
は
、
太
陰
暦
に
あ

る
雑
節
の
一
つ
で
年
に
四
回
あ
る
。

立
夏
・
立
秋
・
立
冬
・
立
春
の
約
十

八
日
間
の
こ
と
で
あ
る
。

太
陽
の
黄
経
が
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十

七
度
・
百
十
七
度
・
二
百
七
度
・
二

百
九
十
七
度
に
な
っ
た
時
が
、
土
用

入
り
の
時
刻
で
あ
る
。

普
通
は
、
夏

の
土
用
、
即
ち
七
月
二
十
日
頃
を
土

用
の
入
り
と
い
う
。

一
年
中
で
最
も
暑
さ
が
厳
し
く
、

体
力
も
弱
る
時
期
で
あ
る
た
め
、
夏

負
け
せ
ぬ
よ
う
に
と
、
お
正
月
に
作

っ
た
は
が
た
め
、
あ
ら
れ
等
を
食
べ

る
地
方
も
あ
る
。
又
、
土
用
の
丑
の

う
な
曇

ど

じ

ょ
ろ

日
に
は
、
鰻
・
泥
鯖
な
ど
を
食
べ
栄

養
を
と
り
、
健
康

ε

つ
く
り
に
努
め
た

の
で
あ
る
。

鰻
は
、
か
ば
焼
き
や
鰻
飯
な
ど
に

y 

そ
の
②

七
月

し
、
泥
鱗
は
、
油
や
酒
で
妙
め
、
つ

つ
き
砕
き
、
こ
れ
に
そ
う
め
ん
、
な

す
、
里
芋
、
豆
腐
な
ど
を
入
れ
泥
鱗

汁
に
し
て
食
べ
る
。
農
村
で
は
、
特

に
ご
馳
走
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
今
は

養
殖
の
も
の
が
多
い
が
、
土
日
は
泥
絡

は
、
じ
よ
う
れ
ん
で
小
川
へ
す
く
い

に
行
き
(
ど
じ
ょ
う
ふ
み
と
も
い
う
)

鰻
は
、
短
い
竿
で
み
み
ず
や
ど
じ
ょ

う
の
え
さ
で
川
の
岸
や
大
き
な
石
の

下
な
ど
へ
さ
し
入
れ
て
釣

っ
た
。
又

も
じ
と
い

っ
て
、
竹
で
編
ん
だ
筒
で

一
度
内
に
入
る
と
出
ら
れ
ぬ
よ
う
に

作
っ
た
も
の
に
、
た
に
し
ゃ
泥
婚
を

餌
に
入
れ
て
、
夕
方
川
の
岸
根
に
下

流
に
向
け
た

口
だ
け
出
し
う
ず
め
て

お
き
、
翌
朝
こ
れ
を
上
げ
に
行
く
と

二
、
三
本
の
鰻
が
入
っ
て
い
て
、
見

る
よ
り
先
に
そ
の
重
さ
で
胸
を
と
き

め
か
せ
た
子
供
時
代
の
経
験
は
、
多

く
の
人
々
に
と
っ
て
な
つ
か
し
い
思

い
出
で
あ
る
。

... 

昔
は
、
牛
は
百
姓
の
宝
で
あ

っ
た

か
ら
牛
肉
を
食
べ
な
か

っ
た
し
、
又

四
つ
足
の
動
物
の
肉
も
嫌
っ
て
食
べ

な
か
っ
た
た
め
に
動
物
性
の
蛋
白
が

不
足
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

夏
は
、
淡
白
な
食
物
を
と
り
が
ち
な

の
で
こ
れ
を
補
う
た
め
、
川
魚
で
も

特
に
脂
の
多
い
鰻
・
泥
絡
を
選
ん
だ

の
も
昔
の
人
の
知
恵
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

ふる里の記録より

ーぞ

，-:， 
氏宮神社(則之内)の輪越し

輪

越

し

輪
越
し
は
、
太
陰
暦
の
六
月
末
日

に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
今
は
太
陽
暦

の
七
月
末
日
に
行
わ
れ
る
。
当
日
ま

で
に
宮
総
代
や
世
話
人
は
、
茅
を
刈

り
集
め
束
ね
て
直
径
二
メ
ー
ト
ル
位

の
大
き
な
輪
を
作
り
、
お
宮
の
拝
殿

に
人
が
く
ぐ
れ
る
よ
う
に
準
備
し
て

お
く
。

各
家
庭
へ
は
、
人
形
に
切
り
抜
い

た
「
ひ
な
形
」
が
家
族
の
人
数
だ
け

配
ら
れ
る
。
家
で
は
、
そ
の
ひ
な
形

一
つ

一
つ
に
、
生
れ
年
の
干
支
・
年

齢
・
男
女
別
を
書
き
、
一
夜
寝
床
の

下
に
敷
い
て
寝
て
、
翌
朝
そ
れ
で
身

体
を
な
で
さ
す
り
、
特
に
悪
い
箇
所

の
あ
る
人
は
そ
こ
を
丁
寧
に
さ
す
り

罪
汚
れ
を
ひ
な
形
に
移
し
て
お
寮
銭

を
添
え
て
お
宮
に
納
め
る
。

の

り

と

神
主
は
、
こ
れ
を

一
枚

一
枚
祝
詞

を
唱
え
な
が
ら
拝
む
。

み

な

づ
き

水
無
月
の
輪
越
の

被
い
す
る
人
は

ち

と

せ

よ

わ

い

千
歳
の
齢
を延

ぶ
と
い
う
な
り

と
お
放
い
を
し
て
下
さ
る
。
そ
の

時
、
社
殿
に
作
ら
れ
て
い
る
茅
の
輪

を
三
回
く
ぐ
っ
て
正
面
で
改
め
て
拝

礼
し
、
夏
病
除
け
を
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
夜
、
子
供
相
撲
の
行
わ
れ
る

地
区
も
あ
っ
た
。

暑
い
夏
の
夜
、
青
田
吹
く
夜
風
に

の
っ
て
お
宮
の
太
鼓
が
響
き
渡
り
、

浴
衣
が
け
で
夕
涼
み
が
て
ら
の
集
い

も
楽
し
み
の

一
つ
で
あ
る
。

お
宅
の
電
気
設
備
は

大
丈
夫
で
す
か
?

-6-

財
団
法
人
四
国
電
気
保
安
協
会
は
、

法
律
に
よ
っ
て
ご
家
庭
、
商
店
、

工

場
な
ど
の
屋
内
配
線
や
電
気
器
具
が

安
全
で
あ
る
か
ど
う
か
を
、

二
年
に

一
回
無
料
で
調
査
し
て
、
そ
の
結
果

の
良
否
を
、
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま

す
。不

良
の
も
の
を
修
理
せ
ず
使
用
す

る
と
、
感
電
し
て
死
傷
し
た
り
、
電

気
火
災
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

電
気
設
備
の
保
安
責
任
は
、
使
用

者
に
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
信
頼
で
き

る
電
気
工
事
庖
に
改
修
を
お
願
い
し

みま
1

し
ょ
、
つ
。

(財)四国電気保安協会愛媛支豆コ



コ
ー
ヒ
ー
を

か
ん
が
え
る

健
康
情
報
シ
リ
ー
ズ

コ
ー
ヒ
ー
と
健
康

(
後
編
)

コ
ー
ヒ
ー
は
、
健
康
に
ど
の
よ
う

な
作
用
を
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
、
前
回
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
成

分
と
生
理
作
用
、
コ
ー
ヒ
ー
の
上
手

な
利
用
面
か
ら
考
え
て
み
ま
し
た
。

コ
ー
ヒ
ー
に
よ
る
効
果
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
と
同
様
に
、
個
人
差
が
大
き

い
の
で
、
だ
れ
で
も

一
杯
の
コ
ー
ヒ

ー
で
同
じ
効
果
を
期
待
で
き
る
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
、
そ
の
後
編
(
最
終
回
)

と
し
て
コ
ー
ヒ
ー
の
安
全
な
飲
み
方

に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま

す。0
自
分
の
適
量
を

知
る
こ
と
が
肝
山

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
半
杯
で
も
興
奮 ' 

• し
、
頭
が
さ
え
て
眠
れ
な
く
な
る
人

も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
は
、
薄

め
の
コ
ー
ヒ
ー
に
す
る
と
か
、
デ
ミ

タ
ス
カ
ッ
プ
で
少
量
飲
む
、
と
い
う

よ
う
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
コ
ー
ヒ
ー
に
牛
乳
を
入
れ

る
と
味
が
ま
ろ
や
か
に
な
り
、
胃
に

も
ソ
フ
ト
に
な
り
ま
す
。
適
量
の
砂

糖
を
加
え
る
こ
と
も
、
苦
味
を
や
わ

ら
げ
、
お
い
し
く
飲
め
ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
晴
好
飲
料
は
、
し

だ
い
に
飲
用
量
が
増
加
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
自
分
の
適
量
を
つ
か
み
、

飲
む
量
を
そ
の
範
囲
内
に
と
ど
め
る

こ
と
が
肝
心
で
す
。

0

コ
ー
ヒ
ー
飲
用
を

避
け
た
い
人

胃
炎
や
胃
潰
蕩
の
あ
る
人
は
、
コ

ー
ヒ
ー
の
飲
用
は
つ
つ
し
み
ま
し
ょ

う
。
カ
フ
ェ
イ
ン
や
タ
ン
ニ
ン
に
よ

る
胃
粘
膜
の
刺
激
で
、
好
ま
し
く
な

い
影
響
が
で
で
き
ま
す
。

肝
臓
に
障
害
の
あ
る
人
は
、
肝
臓

で
の
カ
フ

ェ
イ
ン
処
理
能
力
が
落
ち

て
い
る
の
で
、
コ
ー
ヒ
ー
は
避
け
た

ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

妊
娠
中
も
肝
臓
の
処
理
能
力
が
低

下
し
て
く
る
の
で
、
コ
ー
ヒ
ー
の
多

飲
は
ひ
か
え
ま
し
ょ
う
。

0

コーヒーと

子
ど
も

コ
ー
ヒ
ー
は
牛
乳

の
に
お
い
を
消
す
の

で
、
牛
乳
嫌
い
の
子

ど
も
に
コ
ー
ヒ
ー
牛

乳
と
し
て
与
え
る
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
は
、
あ
ま
り
好

ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

成
長
期
に
あ
る
子
ど

も
は
、
肝
臓
と
か
心

臓
、
脳
・
神
経
な
ど

重
要
な
器
官
が
ま
だ

十
分
発
達
し
て
い
な
い
の
で

す
。
カ
フ
ェ
イ
ン
を
含
む
飲

料
は
、
こ
れ
ら
の
臓
器
に
負

担
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
で
き
る
だ
け
避
け
る
べ

き
で
す
。

牛
乳
を
飲
ま
せ
る
た
め
に

コ
ー
ヒ
ー
を
少
量
入
れ
る
と

し
て
も
、

5
1
6
歳
す
ぎ
て

か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

お
わ
り
に

コ
ー
ヒ
ー
研
究
の
歴
史
は

浅
く
、
生
理
学
的
な
解
明
が

十
分
に
進
ん
で
い
る
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
コ
ー
ヒ
ー
な
ど

の
カ
フ
ェ
イ
ン
を
含
む
晴
好

飲
料
は
、
や
や
も
す
る
と
飲

用
量
が
増
え
が
ち
で
す
。
自

分
の
適
量
を
心
得
て
上
手
に

利
用
し
ま
し
ょ
う
。
仕
事
の

手
を
や
す
め
た
コ
ー
ヒ
ー
ブ

レ
ー
ク
の
ひ
と
と
き
、

一
杯

の
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
が
、
生

活
を
楽
し
む
心
の
ゆ
と
り
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。

• 
， 

、参

平
成
四
年
度

中
学
校
卒
業
認
定

試
験
の
ご
案
内

病
気
や
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理

由
の
た
め
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
者
に
対
し
て
卒

業
程
度
認
定
試
験
が
次
の
と
お
り
実

施
さ
れ
ま
す
。

O
試

験

日

平

成

4
年
日
月
6
日
幽

O
試
験
場
松
山
市

一
番
町
四
|
四

二

愛
媛
県
庁

O
願
書
受
付
期
間

平
成
4
年
8
月
3
日
間

1
9
月
2
日
同

※
点
字
受
験
者
は
で
き
る
だ
け
早

め
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

1v 

O
受
験
手
続
等
の
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課

T
E
L
4
2
1
1
1
 

内

線

4
3
2
3

川
内
町
教
育
委
員
会
学
事
課

T
E
L

前

|
4
7
2
1

有

線

Fhd
q
d
1
i
1
1

・

Fhυ

口凸
F
h
d
「

D
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カメ三ヲ
レポ'-1--

』つ
-
T
J
 

を導U
日

4
L
2
 

技実品目を生学中
氏

小
オ

の
ジ

元
ル

地
セ

ム
4
 

d 
.J ...‘ 
平等
」，越
ヰ後
ヌが
7; ~.， 
寸う

バて
ル来

塁た

ノV

ムミ二ゲームで汗を流す子供たち

hv
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
地
域

づ
く
り
と
人
間
形
成
の
必

要
性
を
力
説
す
る
セ
ル
ジ

オ
氏

~ 

去
る
7
月
日
日
出
、
ロ
白
川
町
の
両
日
元
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
の
名

プ
レ
ヤ
!
と
し
て
活
躍
し
た
セ
ル
ジ
オ
越
後
氏
を
迎
え
サ
ッ
カ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
川
中
グ
ラ
ン
ド
に
は
、
地
元
の
一
般
小
中
学

生
や
川
小
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
川
中
サ
ッ
カ
ー
部
の
ほ
か
管
内

の
市
町
村
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
中
学
サ
ッ
カ
ー
部
な
ど

町
内
外
か
ら
約
三

O
O名
余
り
が
参
加
し
、
実
技
指
導
や
ミ
二

ゲ
l
ム
・
模
範
試
合
を
通
じ
、
プ
口
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
夜
に
は
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
「
地
域
社
会
と

青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
」
と
題
し
て
同
氏
の
講
演
が
あ
り
、
親
子
連

れ
や
女
性
フ
ァ
ン
な
ど
で
い
っ
ぱ
い
と
な
り
、
ジ
ョ
ー
ク
を
交

え
た
ユ
ニ
ー
ク
な
話
し
ぶ
り
に
会
場
は
、
終
始
笑
い
の
渦
に
つ

つ
ま
れ
ま
し
た
。

7111.12 

7/5 
d軽スポーツ

フ工スティパJレ
ーインディアカに挑戦

b健康ラジオ体操

フェスsティバJレ
指導者講習会

7/5 

スポーツ

情報

第
日
田
川
内
町
春
季

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
l
グ

大
会
結
果

4/21......6/24 

~8 

去
る

4
月
幻
日
に
開
幕
し
た
第
日
回
川
内
町
春
季
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
、
一
部
8
チ
l
ム
、
二
部
9
チ
1
ム
に
よ
る
リ
ー

グ
戦
で
行
わ
れ
、
熱
戦
の
末
、

6
月
払
日
に
閉
幕
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

(
団
体
の
部
)

o
一
部

優

勝

準
優
勝

。
二
部

優

勝

準
優
勝

則
之
内
西
チ
1

ム

川
内
西
部
チ
l
ム

中テ
予イ
精|
工チ
チ チ ヤ

I I 
ム ム ズ

(
個
人
の
部
)

o
一
部

最
優
秀
打
撃
賞

別

{

目

信

治

(
則
之
内
西
)

優
秀
打
撃
賞原

本

正

人

(
則
之
内
西
)

打
撃
賞

渡

部

明

仁

(
則
之
内
西
)

O
二
部

最
優
秀
打
撃
賞

谷

口

和

宏

(
十
全
A
)

優

秀

打

撃

賞

山

口

恵

三

(
テ
ィ

l
チ
ャ

l
ズ
)

菅

原

茂

雄

(
中
予
精
工
)

打
撃
賞



滑川ためとも
祭り'92

• 
• 

hv
川
中
太
鼓
に
よ
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏

〆
ム県弓道連盟の先生方による

弓の試射

hv
叩
国
道
刊
号
バ
イ
パ
ス
の
部
分
開
通

7u
を
前
に
地
元
の
小
中
学
生
や
老
人

ク
ラ
ブ
な
ど
約
六
三

O
人
が
参
加

し
、
現
地
で
交
通
安
全
教
室
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

一町内美化清掃一

hv
担
町
内
全
域
で
一
斉
美
化

w
清
掃
が
行
わ
れ
、
草
刈

や
空
缶
拾
い
な
ど
に
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま

し
た
。

h
v
m
町
内
の
各
小
学
校
の
四

町
年
生
以
上
の
希
望
者
七

八
人
が
参
加
し
、
開
講

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

d
m
則
之
内
西
部
公
民
館
で

7
地
元
の
老
人
ク
ラ
ブ
と

小
学
生
三

O
人
が
参
加

し
、
七
夕
作
り
を
行
い
、

ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
し

た。

老人と子供の談話室一

• 

スポーツ

情報

.. 可.

6/28 
連第
絡四
会 回
ミ川
ニ内
1¥田T
レ母
l親

結ボク
l ラ
Jレフ

大

ム
冨

果

去
る
6
月
出
日
間
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
川
内

町
母
親
ク
ラ
ブ
連
絡
会
主
催
に
よ
る
ミ

ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
、
町
内
各
幼
稚
園
や
川
内
保
育
園
で
組
織
す
る
母

親
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
達
が
そ
れ
ぞ
れ
チ
ー
ム
を
編
成
し
、

子
供

た
ち
の
大
き
な
声
援
を
受
け
で
熱
戦
を
く
り
広
げ
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

ム一

ム

ム

チ

ム

一

一

り

一

チ

チ

わ

チ

ら

ら

ま

り

く

く

ひ

ゆ

き

さ

幼

谷

幼

谷

川

西

川

西

0優勝

。準優勝

f立

位

O三

(決勝トーナメント〉

O四

川
幼
さ
く
ら

(
予
選
4
位
)

-9-

西
丸
口
ゆ
り

(
予
選
2
位
)

(3位決定戦)

川幼さくら

2r--t-l7 

川西
幼 谷

川
幼
ひ
ま
わ
り

(予
選
3
位
)

西
谷
さ
く
ら

(
予
選
l
位
)



JlI 
花内
~ '¥町
つを
ぱ

「
川
内
町
は
、
花
を
い
っ
ぱ
い
咲
か

せ
て
い
ま
す
ね
。
あ
の
事
を
話
し

て
み
た
ら
。
」

ト」・・・。こ
れ
は
、
公
民
館
関
係
の
方
々
の

集
り
の
研
修
会
が
あ
っ
た
時
の
事
で

す
。
私
の
ち
ょ
う
ど
隣
り
に
座
ら
れ

た
丹
原
町
公
民
館
関
係
の
方
が
私
に

発
言
を
促
さ
れ
た
の
で
す
。

私
は
嬉
し
く
な
っ
て
婦
人
会
で
や

っ
て
い
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動
・
ゴ
ミ

問
題
・
独
居
老
人
へ
の
愛
の

一
声
運

動
や
学
校
五
日
制
に
つ
い
て
の
、
地

域
の
子
供
達
へ
の
接
し
方
等
、
地
域

活
動
に
つ
い
て
話
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
何
は
と
も
あ
れ
、
周
桑
郡
の
方
に

川
内
町
の
花
を
褒
め
て
頂
け
た
事
は

A〆

本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
、

婦
人
会
で
・
等
と
考
え
る
の
は
、
お

こ
が
ま
し
く
、
又
、
力
の
限
界
も
感

じ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
六
月
二
十
八
日
側
、
花

い
っ
ぱ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
町
内
放
送
で
町
内

の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
た
り
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
た
り
、

婦
人
会
は
勿
論
の
事
で
す
。
八
時
半

か
ら
花

ε

つ
く
り
作
業
、
十
一
時
か
ら

は
中
央
公
民
館
に
集
ま
り
、
実
践
発

表
(
三
名
)
や
会
食
・
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ

ー
チ
な
ど
を
し
て
、
午
後

一
時
に
解

散
致
し
ま
し
た
。

花
を
愛
す
る
人
に
悪
人
は
い
な
い
。

花
を
愛
す
る
人
は
心
清
き
人
で
あ
り

-、

ん
一

さ
~
主
才
ヨ

美一

一日

盛
一
封
切

賀
一
日

間
一
同

一……
表

~

t

発
…
就
職
差
別
に
つ
な
力
る
お
そ
れ
の
あ
る
叫
項
目
と
は
:
:
:

耕
一

i

~
わ
た
し
た
ち
は
、
だ
れ
も
が
希
望

心
温
か
き
人
で
あ
り
、
人
々
を
愛
す
…
す
る
仕
事
に
つ
き
、
家
族
の
た
め
に

る
事
の
出
来
る
人
で
あ
る
。
又
、
白
一
力
い
っ
ぱ
い
働
き
、
人
間
と
し
て
幸

分
の
事
で
忙
し
い
毎
日
で
あ
る
が
、
一
せ
に
生
き
た
い
と
い
う
切
実
な
願
い

ち
ょ
っ
と
地
域
に
奉
仕
す
る
心
の
大
一
を
持
っ
て
い
ま
す
。

切
さ
な
ど
を
心
に
刻
む
事
が
出
来
て
一
昭
和
制
年
ご
ろ
の
履
歴
書
に
は
、

事
し
ハ

一
日
と
な
り
ま
し
だ
。
一
本
籍
や
親
の
職
業
、
学
歴
、
資
産
、

L
-
i

i

7

1

7

~

 

花
ε

つ
く
り
作
業
で
は
九
十
一
名
も
一
宗
教
な
ど
を
記
入
す
る
こ
と
が
あ
た

F

り
前
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

の
方
が
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
一

-E

一
そ
れ
に
対
し
て
、
兵
庫
県
の
あ
る

あ
り
が
た
い
と
い
う
心
カ
私
達
婦
一

一
高
校
生
が
、
「
こ
の
履
歴
書
の
内
容

人
会
役
員
の
体
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
一

1

3

P

ー

一
は
お
か
し
い
c

自
分
に
関
係
の
な
い

唯
々
、
感
謝
す
る
ば
か
り
で
し
た
。
叫

一
事
柄
で
選
考
さ
れ
る
の
は
差
別
で
あ

同
時
に
、
川
内
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
ミ
円

し
一
る
」
と
申
し
出
ま
し
た
。

い
と
こ
ろ
だ
な
あ
:
と
、
つ
く
づ
く
~一

こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

思
え
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
一

一
履
歴
書
の
内
容
を
見
直
す
運
動
が
起

ま
し
た
c

一
こ
り
ま
し
た
。

十
一
時
か
ら
の
会
に
は
森
町
長
さ
…
そ
の
後
、
昭
和
必
年
か
ら
「
全
国

ん
は
じ
め
六
十
三
名
の
方
に
集
ま
つ
一
高
等
学
校
統
一
用
紙
」
が
作
ら
れ
、

て
頂
く
事
が
で
き
、
充
実
し
た
フ
ォ
一
以
後
何
回
か
改
訂
さ
れ
て
、
現
在
使

l
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
桜
一
周
し
て
い
る
履
歴
書
の
形
式
に
な
っ

の
木
に
葛
が
か
ら
ま
っ
て
い
る
の
で
、
一
た
の
で
す
。

そ
の
葛
を
切
り
取
っ
て
除
く
と
、
桜
一
現
在
、
高
校
か
ら
就
職
試
験
を
受

み
ん
怠
の
幸
せ
を

願
っ
て

|教育委員会|

一10-

け
る
と
き
に
は
、
こ
の
統
一
用
紙
を

企
業
に
提
出
し
ま
す
が
、
愛
媛
県
で

は
、
そ
れ
に
加
え
て
高
等
学
校
長
と

公
共
職
業
安
定
所
長
の
連
名
で
そ
の

主
旨
を
述
べ
、
具
体
的
な
例
を
一
示
し

採
用
選
考
に
問
題
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
内
容
は
、
同
和
地
区
の

生
徒
は
も
と
よ
り
、
母
子
・
父
子
家

庭
、
身
体
障
害
者
、
定
時
制
高
校
生

私
立
学
校
生
徒
な
ど
す
べ
て
の
生
徒

た
ち
に
関
係
の
な
い
こ
と
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
本
人
の
責
任
に
よ

ら
な
い
事
柄
で
選
考
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
就
職
の
機
会
均
等
を
保

障
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
で
は
、
各
企
業
、
各
中
学

各
高
校
、
大
学
等
に
お
い
て
す
で
に

学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
、
松
山
西
高
の
研
究
会
に
参

加
し
て
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
の
授

業
を
見
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

そ
の
時
、
本
時
の
目
標
と
し
て
、



• 

の
木
が
生
き
返
っ
た
お
話
も
聞
け
ま

し
た
。
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
皆
さ

ん
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
聞
き

私
達
も
頑
張
ら
な
く
っ
て
は
と
熱

い
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

作
業
中
、

「
こ
こ
は
子
供
達
が
沢
山
通
る
と
こ

ろ
だ
か
ら
、
絶
対
に
き
れ
い
な
花

を
咲
か
せ
た
い
」

と
語
る
人
も
あ
り
ま
し
た
。
又
、

「
こ
こ
は
沢
山
の
車
の
人
に
見
て
貰

え
る
の
だ
か
ら
、
し
っ
か
り
手
入

れ
し
た
い
ね
」

と
語
ら
れ
る
言
葉
も
聴
け
ま
し
た
。

「
は
じ
め
は
、
婦
人
会
っ
て
?
:
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
支
部

長
を
し
て
み
る
と
、
婦
人
会
の
深

さ
を
し
み
じ
み
と
知
り
ま
し
た
。

婦
人
会
っ
て
す
ご
い
で
す
ね
。
や

r 

• り
が
い
を
感
じ
ま
す
ね
」

と
、
語
っ
て
下
さ
る
方
も
あ
り
ま
し

た。

6128中央公民館で開かれた花いっぱい運動の気運
を高めるフォーラム

「
町
内
放
送
を
聞
い
て
、
し
ま
っ
た

と
思
っ
た
ん
で
す
。
ち
ょ
う
ど
あ

の
日
は
、

0
0
で
家
に
い
な
い
日

な
ん
で
す
。
と
て
も
残
念
で
す
。

次
に
は
、
ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
」

と
の
電
話
も
数
人
の
お
方
か
ら
頂
き

ま
し
た
。
知
ら
ん
間
に
、
手
を
さ
し

の
べ
て
下
さ
っ
て
い
る
色
々
に
気
づ

か
さ
れ
る
事
も
度
々
あ
り
ま
す
。

人
々
の
心
の
輸
を
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
す
。
汗
は
流
れ
、
疲
労
を
感
じ
ま

す
が
、
あ
り
が
た
い

・
よ
か
っ
た
・

嬉
し
い
と
い
っ
た
心
の
安
ら
ぎ
ゃ
ぬ

く
も
り
を
常
に
感
じ
て
い
ま
す
。

誰
で
も
が
、
い
つ
で
も
出
来
る
時

に
、
出
来
る
事
を
す
る
、
と
言
っ
た

関
か
れ
た
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
な
り

た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
?

こ
の
目
、
あ
る
地
域
で
は
毎
月
の

第

一
日
曜
日
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
婦

人
会
の
協
力
で
パ

l
ベ
ナ
テ
ネ
ラ
の

手
入
れ
を
す
る
相
談
が
ま
と
ま
っ
た

と
聞
き
ま
す
。
す
ば
ら
し
い
事
で
す
。

私
達
の
し
て
い
る
事
を
、
子
供
達

は
見
て
く
れ
て
い
ま
す
。
き
っ
と
、

上為ご協 てい
げに多力今いい
まど忙を後ま子
すうとおとすに
。ぞは願も。育

よ存い、 つ

ろじす町 て
しまる内 く
くすと放 れ
お が 思 送 る
願、いな と
い地まど 確
申土或すで イ言
しの。ご し

今
年
度
よ
り
川
内
町
も
「
交
通
安

全
母
の
会
」
に
入
会
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
全
国
的
な
綴
織
の
会
で
す
。

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

一
つ
は
、

交
通
安
全
は
お
茶
の
聞
か
ら

で
す
0

0
家
族
そ
ろ
っ
て
夕
食
を
頂
き
、
交

通
安
全
に
つ
い
て
も
話
し
合
お
う
。

O
朝
食
抜
き
の
お
父
さ
ん
や
子
供
の

な
い
様
、
体
調
を
整
え
、
気
持
ち

よ
く
愛
の
一
戸
を
か
け
て
送
り
出

そ
う
。

O
右
左
を
よ
く
見
て
渡
る
の
よ
。
率

に
気
を
つ
け
右
側
を
歩
く
の
よ
。

の
様
に
具
体
的
な
声
か
け
を
。

O
裁
の
後
ろ
姿
を
見
て
子
は
育
ち
ま

す
。正
し
い
交
通
ル

i
ル
・
マ
ナ
ー

を
子
供
と
共
に
行
動
し
よ
う
。

川
内
町
婦
人
会

• 

①

「就
職
差
別
に
つ
な
が
る
お
そ

れ
の
あ
る
は
項
目
」
の
内
容
を
確
認

さ
せ
、

「書
か
な
い
、
答
え
な
い
」

指
導
の
意
識
を
理
解
さ
せ
る
。

②
実
践
的
な
関
係
を
取
り
上
げ
、

差
別
を
許
さ
な
い
生
徒
を
育
て
る
と

と
も
に
、
差
別
を
許
さ
な
い
社
会
へ

と
明
る
く
ひ
ら
け
て
い
き
つ
つ
あ
る

こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。

を
設
定
し
、
グ
ル
ー
プ
で
、
全
体

で
、
劇
化
し
た
り
し
て
、
進
路
保
障

の
取
り
組
み
を
強
め
る
こ
と
が
、
同

和
教
育
で
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ

と
を
理
解
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

就
職
差
別
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の

あ
る
項
目
と
は
、

①

戸
籍
謄
(
抄
)
本
の
提
出

②
社
用
紙
(
使
用
、
記
入
を
求
め

る
こ
と
)

身
元
調
査

家
族
の
職
業

・
家
族
関
係

家
族
の
地
位

・
学
歴

・
収
入

家
族
の
資
産

住
居
状
況
(
部
屋
数
・
間
取
り

道
順
)

⑦ ⑥⑤④③  ⑪ ⑪⑨⑧  

宗
教

支
持
政
党

生
活
信
条

尊
敬
す
る
人
物

" ーが
⑪⑬⑫  

回
九
山
相
uv

本
籍

・
生
れ
育

っ
た
場
所

作
文
(
生
い
た
ち
・
私
の
家
庭

父
を
語
る
)
等
の
生
活
環
境
に

関
す
る
こ
と
。

事
業
主
の
皆
様
方
に
は
、
す
べ
て

の
新
規
学
校
卒
業
者
の
就
職
の
機
会

均
等
を
保
障
す
る
立
場
を
十
分
御
理

解
い
た
だ
き
、
応
募
者
が
も
っ
適
性

と
能
力
を
重
視
す
る
視
点
に
立

っ
て

正
し
く
公
平
な
選
考
が
行
わ
れ
ま
す

よ
う
ご
配
慮
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。以

上
の
よ
う
に

「全
国
高
等
学
校

統

一
用
紙
」
が
作
ら
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

7/8町同教地区推進員研修会で講演する
佐譲二二男先生

市
『
目
占



ー
日
本
B
S
愛
媛
県
連
盟
温
泉
2
団

|

私
た
ち
は
、
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
愛
媛
県
連
盟
温
泉

2
団
(
団
委
員

長
越
智
英
晴
)
で
す
。

平
成
元
年
4
月
に
、
カ
ブ
ス
カ
ウ

ト
隊
を
結
成
し

4
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
今
年
は
、
よ
う
や
く
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
隊
、
わ
か
ば
隊
(
女
子
)
も
ス

タ
ー
ト
し
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
今
日
の
青
少
年
健
全

育
成
の
お
役
に
立
っ
て
行
き
た
い
と

願
い
、
テ
レ
ビ
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
、
漫

画
な
ど
に
遊
ば
し
て
も
ら
う
子
供
た

ち
を

J
自
ら
遊
べ
る
子
供
た
ち
H

へ

キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
通
し
て
た
く
ま
し

く
自
然
と
共
に
生
活
で
き
る
子
供
た

夜間ハイキンク

ち
を
育
て
、
二
十

一
世
紀
を
担
う
人

材
の
育
成
に
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

今
年

9
月
か
ら
は
、
学
校
週

5
日

制
も
施
行
さ
れ
ま
す
が
、
時
間
的
余

裕
の
増
す
子
供
た
ち
と
共
に

ρ

い
ま

何
が
で
き
る
か
μ
H

何
を
す
べ
き
か
μ

を
考
え
、
有
効
な
過
ご
し
方
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
日
に
は
、
夜
間
ハ
イ
キ
ン
グ
に

挑
戦
し
、
カ
ブ
、
わ
か
ば
た
ち
は
、

砥
部
町
の
運
動
公
園
を
夜

8
時
過
ぎ

に
出
発
し
、
ベ
ー
ス
地
(
金
光
教
川

上
教
会
の
会
館
)
ま
で
の
約
日
キ
ロ

を
4
時
間
余
り
か
け
て
元
気
に
歩
き

ま
し
た
が
、
リ
タ
イ
ヤ
す
る
者
も
な

く
み
ん
な
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
こ
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
運
動
が
少
し
で
も
広
が
り
、
将
来

を
担
う
多
く
の
子
供
た
ち
が
育
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
、
下
記
の
と
こ
ろ
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
随
時

入
隊
で
き
ま
す
。

4臥

事

務

局

「巳坂

本

久

子

会
六
六
四
四
五
八

越

智

異

晴

告
六
六

一
二

四
三
間

回
委
員
長

大
カ
フ
ス
カ
ウ
ト
(
男
子
)

小
学
2
年
二
学
期
1

小
学

5
年
三
学
期

大
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
(
男
子
)

小川
一子
6
年

一
学
期

1

中
学
3
年
二
学
期

大
わ
か
ば
(
女
子
)

小
学

2
年
二
学
期

l

中
学
3
年
二
学
期

※
尚
、
青
年
指
導
者
も
求
め
て
お
り

ま
す
。

戸
丸
四

滑
川
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で

。ノμ

野
外
料
理
に

戸
タ
ッ
ク
/
-

川
魚
の
お
ろ
し
方

を
学
ぶ

寸
マ
ス
の

奮姿
闘造
すり

昼るに

近
藤
さ
ん

去
る
六
月
二
十
八
日
滑
川

の
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で
『

男
の
た
め
の
料
理
教
室
』
が

閃
か
れ
、
会
員
十
名
が
参
加

し
、
初
め
て
野
外
料
理
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

ム清流を眼下に川魚料理を囲んで
談笑する会員の皆さん

姿
造
り
や

ア
ラ
汁
に
舌
鼓

今
回
は
、
地
場
の
川
魚

で
あ
る
マ
ス
の
姿
造
り
を

は
じ
め
、
ア
ユ
や
ア
メ
ヴ

オ
の
素
焼
き
・
ア
ラ
汁
な

ど
を
調
理
す
る
と
と
も
に

川
魚
の
上
手
な
お
ろ
し
方

や
臭
み
の
取
り
方
に
つ
い

て
習
い
ま
し
た
。



ー

サ
ー
ク
ル
紹
介

囲
碁
の
魅
力

川
内
町
に
、
囲
碁
愛
好
会
が
発

足
し
て
三
十
年
近
く
に
な
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
現
在
会
員
は
三
一

O

名
余
り
で
す
が
‘
以
前
は
も
っ
と

多
く
の
会
員
に
よ
り
活
動
し
て
お

り
ま
し
た
。
囲
碁
を
知
っ
て
い
る

方
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
高
齢

の
方
が
多
く
、
会
員
も
だ
ん
だ
ん

少
な
く
な
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
、
新
し
い
会
員
、
特
に
若

い
皆
様
の
加
入
を
歓
迎
い
た
し
ま

す。
囲
碁
と
い
う
も
の
は
、
十
九
本

の
線
が
縦
横
に
引
い
て
あ
る
碁
盤

と
、
白
と
黒
の
石
で
競
技
す
る
、

い
た
っ
て
単
純
な
遊
び
で
す
。
誰

で
も
す
ぐ
に
覚
え
ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
奥
の
深
い
遊
び
で
す
。
こ

れ
く
ら
い
面
白
く
楽
し
い
遊
び
は

他
に
無
い
の
と
確
信
を
し
て
お
り

ま
す
。囲

碁
の
歴
史
は
、
千
数
百
年
の

昔
に
中
国
か
ら
日
本
へ
伝
わ
り
、

現
在
ま
で
発
展
し
て
き
た
も
の
で

• 

川
内
町
文
化
協
会

あ
な
だ
も
囲
碁
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か

す
が
、
中
国
に
は
、
碁
盤
は
宇
宙
、
碁
石
は
星
と

い
う
例
え
が
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
の
く
ら
い
囲
碁

に
は
雄
大
で
幻
相
心
的
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
是
非
囲
碁
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

特
に
、
女
性
の
方
の
加
入
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

心
得
の
あ
る
方
も
是
非
加
入
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

囲
碁
愛
好
会
で
は
、

毎
月
第

一
・
第
三
土
曜

日
(
午
後
)
に
中
央
公
民

館
に
お
い
て
、
囲
碁
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
興
味
の
あ
る

方
は
、
囲
碁
教
室
に
来

て
み
て
下
さ
い
。
ま
た
、

入
会
に
関
す
る
詳
し
い

ご
相
談
は
、
次
へ
お
願

い
し
ま
す
。

O
川
内
町
教
育
委
員
会
文
化
係

合
六
六
四
七
一
一
一
・
有
線
五
九
一
一

O
川

内

町

竹

之

鼻

菅

野

良

知

含
六
六

1
三

O
O三
・
有
線
コ
一六
四
五

O
川

内

町

南

方

(

市

場

)

田

部

慶

明

会
六
六
|
二

O
五
二
了
有
線
三
三
五
六

川
内
町
囲
碁
愛
好
会

!
1
2

" " 

就労を希望する女性の皆さんヘ

ワープロ技術語習会 経理事務(初級)・ワープロ フランス刺しゅう技術

の -.' 案 内 技術講習会のご案内 指導講習会のご案内ι岬

立f 象就業を希望する女性 立サ 象就業を希望する女性 立サ 象 内職を希望する女性

手ヰ 目 ワープロ(日商検定 3級 科 目 経理事務(商業簿記 3級) 手ヰ 自 フランス刺し ゅう

を目標) ワープロ(前 4日間) 日 時 9 月 3 日 (木)~ 9月28日(月)

日 日寺 9 月 24 日(木)~11 月 5 日(木) 日 時 9 月 1 日(火)~10月 23 日(釘 までの聞の10日間(土曜、

までの聞の21日間(土曜・ までの聞の21日間(土曜・ 日曜及び祝日を除く)

日曜及び祝祭日を除く) 日曜及び祝祭日を除く) 毎日 9時30分~

毎日 9時30分~ 毎日9時30分~ 15時30分まで

15時30分まで 15時30分まで 4Z23h E 場松山市山越田J450番地

aZι " 場松山市山越田J450番地 A 場松山市山越田J450番地 愛媛県女性職業センター:zx 

愛媛県女性職業センター 愛媛県女性職業センター Fλム上ー唱 員 30名

λF晶ι司 員 30名 Fλ4ι 『 員 30名 受講料無料

受講料無料 受講料無料 主 催愛媛県女性職業センター

(教材費一部自己負担) (教材費→部自己負担) 申込締切 8月20日(木)

主 催愛媛県女性職業センター 主 催愛媛県女性職業センター

申込日時 8月27日(木)・28自己的の 2 申込締切 B月20日(木)

日間(9 時~16時まで)

〈申し込み方法〉 印かん持参の上、松山市山越町450番地愛媛県女性職業センターへ

申し込んで、下さしミ。 (TEL23-2201) 

q
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夏
本
番
を
迎
え
、
海
水
浴
等
海
洋

レ
ジ
ャ
ー
に
親
し
む
機
会
が
最
も
多

い
時
季
で
す
が
、
海
へ
お
出
掛
け
の

際
は
、
サ
メ
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

、つノ。

ホホンロザメ

サ
メ
に

襲
わ
れ
な
い
た
め
に
は

ハ
門
遊
泳
・
潜
水
な
ど
を
す
る
際
の

主
な
注
意
事
項

マ
一
人
で
岸
か
ら
離
れ
て
遠
く
へ

行
か
な
い
こ
と
。

マ
明
る
く
目
立
つ
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

の
強
い
水
着
や
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ー

ツ
な
ど
は
避
け
る
。

マ
サ
メ
が
よ
り
活
動
的
に
な
る
タ

。L

(写 " 東:鍔大全世幽限会 「日本産魚錫大図鑑」よ り)

オオメジロ ザメ

(出典 CompagrlO (1984)) 

方
や
夜
の
遊
泳
や
潜
水
は
避
け

る。

マ
岸
や
船
か
ら
水
中
に
入
る
際
に

は
、
必
ず
周
囲
に
サ
メ
が
い
な

い
か
、
よ
く
注
意
す
る
。

口
遊
泳
・
潜
水
な
ど
を
す
る
場
所

の
注
意
事
項

マ
極
端
に
濁
っ
た
水
ゃ
、
透
明
度

の
悪
い
海
で
は
泳
い
だ
り
、
潜

っ
た
り
し
な
い
。

マ
沖
合
や
海
峡
、
海
底
の
急
峻
な

所
で
は
泳
い
だ
り
、
潜
っ
た
り

し
な
い
。

マ
下
水
な
ど
の
流
れ
込
む
海
域
で

は
泳
い
だ
り
、
潜
っ
た
り
し
な

-v 

回
遊
泳
・
潜
水
な
ど
を
し
て
い
る

時
の
注
意
事
項

マ
周
囲
に
サ
メ
が
近
づ
い
て
い
な

い
か
、
よ
く
注
意
す
る
。

マ
怪
我
を
し
て
出
血
し
た
場
合
は

す
ぐ
に
海
か
ら
出
る
。

マ
海
の
中
で
排
池
す
る
こ
と
は
避

け
る
。

マ
ボ

l
ト
や
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
な
ど

か
ら
、
腕
や
足
を
水
中
で
ぶ
ら

ぶ
ら
さ
せ
な
い
。

マ
突
い
た
魚
を
持
っ
た
ま
ま
潜
ら

な
し

-14 

自
衛
隊
で
は
若
人
が
入
隊
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

一
、
応
募
資
格

一

、

身

分

二

、

給

与

問
歳
以
上

1
幻
歳
未
満

特
別
職
国
家
公
務
員

初
任
給
(
月
額
1
4
2
、
8
0
0
円
)

期
末
、
勤
勉
手
当
(
年
3
回
一
合
計

5
・
6
カ
月
分
)

の
他
各
種
手
当
が
勤
務
条
件
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
ま

す。食
事
、
宿
舎
費
が
無
料
の
他
、
被
服
費
も
す
べ
て
無

料
で
支
給
又
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

有
給
休
暇
年
江
日

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
年
3
回

(
春
・
夏
・
冬
叩
日
間
程
度
)

六
、
任
期
制
隊
員
に
つ
い
て
は
、
特
別
退
職
手
当
て
が
支
給
さ
れ
ま
す

一
任
期

(
2
年
・
陸
上
)
満
了
時

1
0
0
日
分

(
5
4
5
、
3
0
0
円
)

一
任
期

(
3
年
・
海
上
航
空
)
満
了
時

1
5
0
日
分

(
8
9
5
、
9
0
0
円
)

そ
の
後
の
任
期

(
2
年
)
毎
に

2
0
0
日
分
か
ら

同
日
分
支
給

四

、

衣

食

住

五

、

休

暇

等

詳
し
い
こ
と
は

役
場
総
務
課
(
密
閉
|
2
2
2
2

有
線
2
1
1
1
)

又
は

自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部
(
含
叫
|
8
3
8
1
・
8
3
8
2
)

へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。



よ
り

老
人
保
健
で
医
療
を

受
け
る
に
は

格思は・
のわ 、・最 | 
取れ満・近 8
得る 70・ な
と照歳・『現
手会に・老・貿
続がな・人・格
きあっ・医・と
のりた・療・子
方ま日・制・結
法すか・度・ F「
はカまら・の・午

、』 適・|

次資と用・

町
営
住
宅
奈
堂
団
地

入
居
者
募
集
/

O
公
募
す
る
住
宅
の
概
要

付
住
宅
の
規
格
と
戸
数

第
一
種
(
六
戸
)

第
二
種
(
六
戸
)

戸
当
り
面
積
七
九
・
六
三
川

六
帖
(
和
)
2
・
(
洋
)

1

ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン

風
呂
(
パ
ス
・
シ
ャ
ワ
ー
付
)

水
洗
便
所

口
家
賃
等
(
一
戸
当
り
)

第
一
種
住
宅
三
丸
、

0
0
0円 ー

• の
と
お
り
で
す
。

圃

資

格

⑨
万
歳
資
格
の
開
始
日

老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
は
、
叩

歳
の
誕
生
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か

ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
誕
生

日
が
月
の
初
日
で
あ
る
時
は
、
そ
の

月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

(例
)
5
月
2
日
が
誕
生
日
の
人
・

6
月
1
日
か
ら
適
用

5
月
1
日
が
誕
生
日
の
人

5
月
1
日
か
ら
適
用

⑨
寝
た
き
り
な
ど
の
状
態
の
人
は
白

歳
以
上

第
二
種
住
宅
三
二
、

0
0
0
円

(
家
賃
の
他
に
共
益
費
が
必
要
で

す
。
)

O
公
募
の
期
間

八
月
一
日
出
j
八
月
七
日
樹

O
入
居
の
時
期

九
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

入
居
資
格
等
詳
し
い
こ
と
は
、
役

場
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

電

話

有

線

二

=

=

N
T
T
六
六
!
二
二
二
二

寝
た
き
り
な
ど
の
状
態
の
人
と
は
、

法
の
定
め
る
障
害
の
程
度
に
該
当
し

町
長
の
認
定
を
受
け
た
人
を
い
い
ま

す。
白
歳
以
前
か
ら
寝
た
き
り
な
ど
の

状
態
の
人
は
、
日
歳
に
な
っ
て
認
定

を
受
け
た
日
の
翌
月
、
ま
た
臼
歳
以

上
で
寝
た
き
り
な
ど
の
状
態
に
な
っ

た
人
は
、
認
定
を
受
け
た
日
の
翌
月

か
ら
(
い
ず
れ
も
、
月
の
初
日
な
ら

そ
の
月
か
ら
)
老
人
保
健
法
に
よ
る

医
療
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

園
手
続
き

誕
生
日
が

1
日
の
人
は
、
叩
歳
(
寝

た
き
り
な
ど
の
状
態
の
人
は
日
歳
)

の
誕
生
日
の
属
す
る
前
の
月
、
誕
生

日
が

2
日
以
降
の
人
は
、
向
歳
(
寝

た
き
り
な
ど
の
状
態
の
人
は
臼
歳
)

の
誕
生
日
の
属
す
る
月
に
、
印
か
ん

と
保
険
証
を
持
参
の
上
、
役
場
福
祉

課
へ
届
出
し
て
下
さ
い
。
寝
た
き
り

な
ど
の
状
態
の
人
は
、
国
民
年
金
証

書
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
い
ず
れ
か

も
、
持
参
し
て
下
さ
い
。

該
当
者
に
は
、
月
初
め
に
ハ
ガ
キ

で
通
知
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
な
い
様

に
手
続
き
に
来
て
下
さ
い
。
尚
、
詳

し
い
事
は
役
場
福
祉
課
保
険
係
ま
で

お
尋
ね
下
さ
い
。

宮 66-4989
有線 3130 

収 集媛 R qJl 主義 土色 域 収集日又は収集変更白

月・木
東谷 ・西谷(井内を除く)

土谷 ・滑川・天神 ・鳥の子・横灘団地 変更なし
毎 ー--・---・ー・.._----ーー胴---留

木 井内

火・金 北方・南方
変更なし向--開制争宇咽" --_.骨 骨争 鳳 岸田 ・・・--------------.---------・ a ・・・ーーーー・・・ a

遜
火 奥松瀬川

水・土
前松瀬川(鳥の子を除く)

8月15日仕)を 8月14日闘に収集
町筋(天神を除く)

清掃センター8月ごみ収集計画毛え3ごみ

.， 
ポ

ちえ容し、ごみ

収集地域 ガフス・空きピン類 空き缶等金物類 粗大ごみ

東谷・西谷(井内を除く)
8月10日(月) 8月24日伺) 8月17日(月)

天神・鳥の子・機灘団地

北方・繭方・奥松瀬川 8月11日例 8月25日ω 8月18日附

前松瀬}11 (鳥の子を除く)
8月12日制 8月26日(樹 8月19日同

町筋(天神を除く)

井内・土奇・潜111 8月13日同 8月27日同 8月20日制

2
 

O台所の生ゴ、ミは、水分をよく切ってから出すように心がけましょう/く〉

戸ヘ
υ



れ

金

-圃'
、ーあれ

年ご
存
じ
で
す
か

学
生
に
係
る
保
険
料

免
除
基
準

二
十
歳
以
上
の
学
生
の
皆
さ
ん
も

国
民
年
金
へ
の
加
入
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
が
、
手
続
き
は
お
済
み
で

す
か
。学

生
の
皆
さ
ん
が
適
用
の
対
象
と

い
う
こ
と
は
、
一
般
の
被
保
険
者
と

同
様
、
学
生
本
人
ま
た
は
世
帯
主
に

保
険
料
の
納
付
義
務
が
生
じ
ま
す
。

し
か
し
、
学
生
本
人
ま
た
は
世
帯
主

に
保
険
料
の
負
担
能
力
が
な
い
場
合

は
、
申
請
に
よ
り

一
般
の
第
一
号
被

保
者
と
は
異
な
っ
た
基
準
で
保
険
料

免
除
の
道
が
聞
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
夫
婦
と
子
供
二
人

世
帯
の
例
で
は
、
学
生
が

一
人
の
場

合
で
、
親
元
世
帯
に
同
居
し
て
い
る

か
、
別
居
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は

通
っ
て
い
る
大
学
等
が
国
公
立
か
私

立
か
に
よ
っ
て
、
前
年
の
親
元
世
帯

の
給
与
収
入
が
別
表
(
今
年
度
改
正

さ
れ
た
免
除
基
準
)
の
額
を
下
回
る

場
合
に
学
生
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
学
生
本
人
が
前
年
に
所

得
税
を
納
め
て
い
る
場
合
に
は
保
険

料
は
免
除
さ
れ
な
い
事
に
な
っ
て
い

ま
す
。詳

し
く
は
役
場
国
民
年
金
係
へ
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

--
基準額の収入ベースへの換算(試算)

(夫婦子供2人の標準的なサラリ ーマン世帯の場合)

同 厨 思リ E号
国公立 約 610万円 約 670万円

私 立 約 695万円 約 755万円

国公立学生 l人増につき (伺厨)約 6 5万円増

(別居)約 125万円増

私立学生 I人:噌につき (1司底)約 145万円増

(別対)約 20 5万円増 l

の
し

税関
A フコンドQ 

家
屋
は
、
年
々
古
く

な
っ
て
い
く
の
に
家
屋

の
固
定
資
産
税
の
額
が

下
が
ら
な
い
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

画
家
屋
の
評
価
は
、
評

価
の
対
象
と
な
っ
た
家

屋
と
全
く
同
一
の
も
の

を
評
価
の
時
点
に
お
い
て
そ
の
場
所

に
新
築
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
必

要
と
さ
れ
る
建
築
費
(
こ
れ
を
「
再

建
築
価
格
」
と
い
い
ま
す
)
に
家
屋

の
建
築
後
の
経
過
に
よ
っ
て
生
ず
る

損
耗
の
状
況
に
よ
る
減
価
率
(
こ
れ

を
「
経
年
減
点
補
正
率
」
と
い

い
ま
す
)
を
乗
じ
て
評
価
額
を

求
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
評
価
替
え
の

年
度
か
ら
次
の
評
価
替
え
の
年

度
ま
で
の
聞
の
再
建
築
価
格
の

基
礎
と
な
る
建
築
費
の
上
昇
率

町

が
経
年
減
点
補
正
率
と
い
う
減
価
率

を
上
回
る
場
合
は
評
価
額
が
上
が
る

こ
と
に
な
り
、
反
対
に
、
建
築
費
の

上
昇
率
が
経
年
減
点
補
正
率
を
下
ま

わ
る
場
合
は
評
価
額
が
下
が
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
家
屋
は
、
建
築
費
の
上

昇
が
激
し
い
場
合
に
は
、
見
か
け
は

古
く
な
っ
て
も
そ
の
価
値
(
価
格
)
が

減
少
せ
ず
、
か
え
っ
て
上
昇
す
る
こ

と
が
あ
る
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
固
定
資
産
税
に
お
い
て

は
、
評
価
替
え
に
よ
る
評
価
額
が
評

価
替
え
前
の
価
額
を
上
回
る
場
合
に

は
、
現
実
の
税
負
担
を
考
慮
し
て
原

則
と
し
て
評
価
替
え
前
の
価
額
に
据

え
置
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
古
い
家

屋
の
固
定
資
産
税
は
必
ず
し
も
年
々

下
が
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い

わ
け
で
す
。

催 と と 〈 催と と
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第一~8
エ噌口月

役
場
I~ 

8
日
と

第 4
土曜日

白
日
が

休
み
で
す



ー

• 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
テ
ー
ブ
ル
櫨

貸
出
に
つ
い
て
樹

に・用・ めのユと 12
つ・に・ 子・に皆 l も 日 )1¥
い・つ・供・、さテ祭に内
て・い・会・貸ん l り開町
は・て・・出にブ』催桜
一・は・公・を利ルでし花
日・ 無・民・ 行 用 a使 ま塾
一・ 料・館・いし主用しで
基・、な・まてさ三じたは
あ・{固・ど・すいをた 『

た・人・公・ 0 た広パ i骨先
り・の・ 共・ だく l 川の
5・利・の・ く町ベた 7
O ・用・利・ た民キめ月

8月健康センターだより

(センター)栄養学級4日附

6日同 (センタ ー)

(センター)

(センタ ー)

成人病基本健診・胸部レントゲン検診

未受診者健診

離乳食講習

健康教育7日幽

10日(月)

0
円
の
管
理
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

焼
き
肉
コ
ン
ロ

・
鉄
板

・
テ
ー
ブ

ル
・
イ
ス
が

一
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
お

り
、
一
基
で
大
人
な
ら
ば

8
名
、
子

供
な
ら
ロ
名
程
度
が
使
用
で
き
ま
す
。

貸
出
を
ご
希
望
の
方
は
、
役
場
総

務
課
桜
花
塾
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

含
六
六
l

二
一
一一

一一

一
有
線
二
一
一

一

(センター)

(センター)

(センター)

(大洲市)

育児相談 ・育児学級

男のための料理教室

こころの健康相談

20日(木)

22目的

25日同

29日目 第 2回役員研修会

不用犬買い上げ

健康相談 ・栄養相談・母子手帳交付・

毎月曜日

(センター)

(ガリラヤ荘)

妊婦健康相談

機能回復訓練事業

毎水曜日

当番医

愛媛十全医療学院付属病院(南方)

ft66-5011 

2日(日)

ft64-2461 

まま64-1234

ft64-2152 

合 64-0013

西村内科(志津川)

藤石クリニック(志津川)

辻井内科(田窪)

西 野医 院(横河原)

9日(日)

16日(日)

23日(日)

30日(日)

a-.JT
 

の
品『
芯

戸
籍

(
六
月
分
受
付

・
敬
称
略
)

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

高 竹 茶 出 下 同西 イ主
て才 づ、

之 ン 之 森 ン 中
ユ/ ン

木 鼻 主~主与
ヨ

町
ヨ

キナ
所

、J ン

水
須賀高

十 藤 田 武 I工
井 保

口 亀 木 木 野 井 戸

ー隻
進 正 宏 '悦 弘 正 克

者
憲 臣 子 彰 明

長女 長女
市売

男 女 女 女 男 女 キ同

真1刀又コミ

文 佳 の 麻 美 良 有日
前名ぞ 衣

見 明 jJ~ み 子 咲 自日 織

4 4 4 4 4 4 4 4 
生

6 6 6 6 6 5 5 5 
年
月

18 11 2 7 3 27 25 27 
日

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

}¥ 下 物，山、
横灘

横 天 日 住
田

之 τ/.ョ、i 

団
地 所

幡 町 下 i難 ネ申 j甫

渡 高 菅 落 溢 越 近

昔日 須 野 1口h 谷 矢同口 藤
氏

賀

欣
と 正 祝 政

名
幸 勇 働 み 子 悪

97 60 85 74 65 81 85 年齢

j度 高 菅 山 溢 越 近

部 須 野 l崎 谷 智 藤
世

賀 帯
玉 欣 幸 文 正 十兄 '申む，、

王
尚 勇 雄 子 恵 雄

4 4 4 4 4 4 4 死
亡

6 6 6 6 6 6 6 年
月

24 25 8 5 5 3 2 日

ウ

i



の
ゅ
の
ゅ
の
伊
旬
伊
の
伊
時
伊
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
唱
伊
暗
。
申
明
申
ゅ
の
明
ゆ
ゅ
の
ゅ
の
伊
の
酬
の
伊
旬
ゅ
の
ゅ
の
伊
の
ゅ
の
明
。
伊
申
ゅ
の
例
ゆ
明
ゆ
ゆ
暗
ψ
ゆ
伊
ゆ
切
。
伊
0
0
0
ψ
旬
。
。
伊
の
伊
の
申
旬
。
。
伊
旬
。
の
M
W

ラ
ッ
シ
ュ
時
パ
ス
待
ち
切
れ
ず
車
呼
な
か
な
か
の
悪
餓
鬼
だ
っ
た
お
偉
方

び

田

野

岡

田

州

渡

部

佐

久

良

台
風
の
予
報
電
池
を
買
い
に
行
く
パ
ス
旅
行
ト
ラ
ベ
ル
ミ
ン
で
夢
う
つ

佐

々

木

胡

舟

つ

山

本

紫

芳

誕
生
日
リ
モ
コ
ン
伺
き
を
買
わ
さ
れ
島
の
パ
ス
ぐ
る
り
回
っ
て
始
発
駅

る

平

岡

深

舟

高

瀬

喜

撰

亭

今
様
に
生
き
れ
ば
家
中
皆
電
池

山
本
ひ
ろ
志

な
か
な
か
と
持
ち
上
げ
ら
れ
て
続
く

趣

味

高

岡

艶

女

11111111111111111111111111111111111111111 ， 
~ 

;t 

円11
い
い
返
事
ば
か
り
な
か
な
か
動
か
ぬ

娘

渡

辺

か

つ

乃

充
電
も
効
か
ず
捨
て
る
に
捨
て
ら
れ

ず

近

藤

十

歩

電
池
切
れ
動
か
ぬ
時
計
又
眺
め

佐

伯

一

裳 11111111111111111111111111111111111111111 

日l

I内

仁

清
貧
の
閑
居
風
蘭
花
白
し渡

部

那

美

掌
に
掬
ふ
滑
ら
の
水
や
糸
と
ん
ぼ

戒

能

芙

沙

風
詰
闘
を
咲
か
せ
し
渓
の
大
樹
か
な

大

西

律

子

髪
切
っ
て
そ
の
身
軽
さ
や
半
夏
生

小

倉

静

波

風
蘭
や
老
一
人
守
る
旧
屋
敷

高
須
賀
清
江

街
道
に
人
か
き
消
え
し
夕
立
か
な

近

藤

乙

鳥

風
蘭
や
乏
し
き
庭
の
松
の
糞

宮
内

4. 

風
蘭
の
宿
る
大
樹
や
斧
知
ら
ず

熊
田
慶
一

夕
立
や
音
走
り
来
る
笹
の
原

高
須
賀
茅
花

山
裳
に
雲
湧
き
上
り
夕
立
晴

池

川

水

穂

夕
立
や
軒
ヘ
荷
を
置
く
魚
売
女

高

瀬

照

幸

線
香
花
火
火
玉
ぽ
と
り
と
尽
き
に
け

り

田

中

乃

武

風
蘭
や
隠
居
所
に
あ
る
格
子
窓

楠

治

子

稜
線
を
被
へ
る
雲
や
立
葵片

山

H
H

竹
仙

八
月
例
会
ご
案
内

八
日

一
日
(
土
)
午
後
七
時
三
O
分

中
央
公
民
館
第
三
会
議
室

〈
題
〉
①
名
字
②
困
る
③
面
白
い

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

れ
、
「
東
胞
に
あ
り
と
い
ふ
な
る

一

一

逃

げ

水

の

逃

げ

隠

れ

て

も

世

一

を
過
す
か
な
」
(
夫
木
和
歌
抄
)
と

…

夏
の
日
差
し
の
強
い
日
に
、
車
い
う
歌
も
残
っ
て
い
ま
す
。

一

を
走
ら
せ
て
い
る
と
、
前
方
に
水
と
こ
ろ
で
、
ど
ん
な
道
路
に
逃

…

た
ま
り
が
あ
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
げ
水
が
現
れ
や
す
い
の
で
し
ょ
う
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近
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光
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。
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